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一歩前へ  

引き渡し訓練、交通安全指導、ありがとうございました 

 ９月８日(木)に土砂災害を想定した児童引き渡し訓練を

行いました。また、９月下旬には交通安全運動に合わせて街

頭指導をしていただきました。ありがとうございました。子

どもたちの安全を第一に皆様と力を合わせてまいります。 

 ９月 26日(月)、１年生がう

さぎを飼い始めました。グレ

ーのメスです。みんなで相談

して名前は「モコちゃん」に決

まり、飼い始めたことや名前

を昼の放送で全校に伝えまし

た。一生懸命にお世話します。 

 ９月 21日(水)に、令和

元年度以来となる市小学

生親善陸上大会が行われ

６年生が参加しました。練

習してきた成果をしっか

りと出してきました。 

また、29日(木)には、持

久走記録会を行いました。

こちらもみんな頑張りま

した。応援ありがとうとう

ございました。 

陸上大会入賞者 女子走り幅跳び 

第２位 岡﨑雀乃  第３位 渡辺花 

女子リレー第４位(岡﨑･渡辺花･樋口莉･鈴木) 

持久走大会新記録樹立者 

６年男子 野本咲翔 

５年女子 五十嵐桃花 

３年女子 五十嵐あかり 

 ９月も曽根洋さんから鉢花

を飾っていただきました。ケ

イトウとキバナセンニチコウ

の鮮やかな赤が玄関に映えて

います。ありがとうございま

した。 

 ９月 16 日(金)に全校

遠足で不動山に登ってき

ました。越の川沿いから、

要害集落を通って山頂ま

で登りました。眼下に学

校や早川谷を眺めながら

気持ちの良い汗をかいて

きました。昼食後は縦割

り班で遊び、楽しい時間

を過ごせました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

樋
口 

莉
歩 

さ
ん 

○
天
高
し 

自
分
小
人
に 

見
え
る
秋 

 五
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

紺
野 

真
翔 

さ
ん 

○
月
見
の
日 

月
よ
り
だ
ん
ご 

無
我
夢
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉 

瑞
央 

さ
ん 

○
か
ま
き
り
と 

や
っ
て
み
せ
る
よ 

い
ね
か
り
を 

四
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

清
水 

彩
葉 

さ
ん 

○
し
ん
だ
い
ず 

い
ろ
ん
な
も
の
に 

へ
ん
し
ん
だ 

三
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
崎 

煌 

さ
ん 

○
コ
オ
ロ
ギ
が 

走
り
ま
わ
る
ぞ 

家
の
中 

二
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

佑
香 

さ
ん 

○
十
五
夜
で 

ま
ん
月
な
が
め 

夜
す
ぎ
る 

 一
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

梅
澤 

香
乃 

さ
ん 

○
ゆ
う
づ
き
よ 

ふ
く
ろ
う
な
い
て 

み
て
み
た
い 

九
月
句
会
の
秀
句 

六
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

佐
藤 

希 

さ
ん 

○
ふ
と
見
れ
ば 

無
数
の
星
と 

盆
の
月 

 五
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
澤
に
こ
り 

さ
ん 

○
朝
六
時 

毎
日
か
ね
つ
く 

夏
休
み 

四
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

猪
股 

一
太 

さ
ん 

○
ぼ
う
力
を 

な
く
せ
と
ね
が
う 

終
戦
記
念
日 

三
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

猪
又
ま
ほ
ろ 

さ
ん 

○
炎
天
下
は
た
ら
き
ア
リ
も 

ひ
と
休
み 

瀧
川 

一
瑳 

さ
ん 

○
夏
休
み 

ゲ
ー
ム
の
や
り
す
ぎ 

だ
い
ピ
ン
チ 

二
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
垣 

昊 

さ
ん 

○
ね
っ
た
い
や 

エ
ア
コ
ン
つ
け
て 

ゆ
め
の
な
か 

 一
年
生 

 
 
 
 
 
 
 
 

紺
野 

美
里 

さ
ん 

○
か
き
ご
お
り 

い
ち
ご
シ
ロ
ッ
プ 

い
っ
ぱ
い
ね 

八
月
句
会
の
秀
句 

☆相手を傷つけない、信用される人に   令和４年９月 28日（水）の全校集会の講話 
２学期が始まってまるまる１か月以上がたちました。夏休み中は昼も夜も暑い日が続きまし

たが、さすがにこの時期になると、昼間暑い時があっても、夜はめっきり涼しくなったと思い

ます。そんな中、大きく体調を崩す人もおらず、みんな元気で生活し、学校に来ていることを
うれしく思います。 
先日、８月の俳句の紹介をしました。その中で選ばせてもらった「ぼう力を なくせとねが

う 終戦記念日」という句についてお話しします。 
８月の俳句ということで、夏や夏休みの生活の様子を素直に表現した句が多かったのです

が、この句は題材にしていることが少し違っています。 
今から 77年前、日本は外国と戦争をして負けました。戦争は国と国の暴力の振るい合い

で、国民に大きな被害や犠牲が出てしまいました。この反省から日本は、「戦争で国と国との
もめ事を解決しない」ということを決め、国同士のいろいろな問題を話し合いで解決してきま
した。そのため、日本は世界中の国々から、「平和を大切にする国」と見てもらえるようにな
って信用され、大きく発展してきました。 

今、世界の様子を見ると、戦争や国と国との争いが起こっています。そのため多くの人が被
害を受けたり犠牲になったりしています。そんな時だからこそ、この俳句が表している意味を
しっかりと理解し、一人一人の生活から始まる全てのことで暴力がない平和な暮らしができる
よう、気を付けていく必要があります。 
さて、ここまでは国と国との関係での話でしたが、この「国」を「人」に変えてみたらどう

でしょうか？ほとんど同じですよね。暴力をしないことがその人の信用を高めます。 
では、暴力をしないということで、人を叩いたり蹴ったりしなければよいのでしょうか。 
実はそれだけではありません。そういった直接の暴力の他に、言葉や態度も暴力になってし

まうことがあります。ひどいことを言われたり、無視されたりしたら、ガーンと殴られたよう
な気持になってしまいますよね。自分がされて嫌だと思う、相手を傷つけるような悪口や態度
は暴力なのです。 

でも、相手のすることや言うことが頭にくることもあります。だからといって相手を叩いた
り、悪口を言ったりする暴力はいけませんね。国と国なら戦争を始めるのと同じです。 
そんな時は、相手と話し合い、暴力によらない解決をしていかなくてはなりません。相手と

話し合うことがむずかしければ、家族や先生など、周りの人たちと協力して解決することも大
切です。 
これらのことを地球上の人が全員しっかりとすれば、暴力のない世の中になり、平和な世の

中になります。一人一人が注意して暴力をなくすことを積み重ねていけば、自分の身の回りか
ら、俳句で願っている思いが実現できると思います。 
そして、皆さん一人一人が、他の人から信用され、信頼される人になってほしい、と願って

います。 



 


